
平成™œ年˜月™œ日 金曜日 第œ �™号官 報
住
所
愛
知
県
豊
田
市
手
呂
町
樋
田
1
3
8番
地
１

嚴
幸
代
昭
和
3
2年
９
月
６
日
生

金
悠
佳
昭
和
6
0年
７
月
1
5日
生

住
所
愛
知
県
蒲
郡
市
鹿
島
町
東
山
１
番
地
１

オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ヒ
ロ
ア
キ
・
ト
ヨ
シ
マ
平
成
２
年
９

月
1
9日
生

住
所
名
古
屋
市
中
区
正
木
３
丁
目
２
番
8
4号

朱
婉
慧
昭
和
5
5年
５
月
2
0日
生

住
所
愛
知
県
刈
谷
市
一
ツ
木
町
１
丁
目
1
1番
地
1
1

姜
南
玲
昭
和
6
3年

1
2月

1
1日
生

住
所
京
都
市
西
京
区
牛
ケ
瀬
堂
田
町
8
1番
地

魏
浩
二
昭
和
3
5年

1
0月

1
2日
生

池
優
子
昭
和
3
6年

1
0月

1
3日
生

魏
喨
嗣
昭
和
6
1年
７
月
1
9日
生

魏
裕
貴
昭
和
6
3年
５
月
2
9日
生

住
所
京
都
市
下
京
区
朱
雀
正
会
町
3
5番
地

崔
淑
美
昭
和
4
9年
７
月
1
9日
生

住
所
京
都
府
亀
岡
市
東
本
梅
町
大
内
大
坪
1
0
1番
地
９

金
玉
子
昭
和
2
8年

1
2月

1
6日
生

住
所
京
都
府
舞
鶴
市
字
森
1
0
0
4番
地
２

高
壽
w
昭
和
3
5年
８
月
２
日
生

住
所
大
阪
府
摂
津
市
桜
町
一
丁
目
1
4番

3
4号

李
心
昭
和
4
9年
９
月
５
日
生

〇
国
税
庁
告
示
第
二
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政

令
第
三
百
十
九
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四

十
三
号
）
第
三
十
九
条
の
二
十
三
第
十
五
項
の
規
定
に
基

づ
く
公
示
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
旨
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
号
）
附
則

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
六
十
六
条
の
十
一
の

二
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
公
示
す
る
件
（
平
成
十
三

年
国
税
庁
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。平

成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

国
税
庁
長
官

古
谷

一
之

別
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
レ
ル
ギ
ー
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
項
中
「
愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
松
原
町
一
丁

目
二
四
番
地
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
ｉ
本
陣
Ｓ
一
〇
三
」
を
「
愛
知
県

名
古
屋
市
中
村
区
大
秋
町
二
丁
目
四
五
番
地
六
」に
改
め
、

同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
健
康
医
療
評
価
研
究
機
構
の

項
中
「
大
沼

淳
」
を
「
大
木
孝
太
郎
」
に
改
め
る
。

〇
農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
告
示
第
一
号

商
品
先
物
取
引
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十

九
号
）
第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
上
場

商
品
の
範
囲
の
変
更
に
係
る
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
を

行
っ
た
の
で
、同
法
第
三
百
五
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

一

商
品
市
場
を
開
設
す
る
者

株
式
会
社
東
京
商
品
取
引
所
（
旧
名
称

株
式
会
社

東
京
工
業
品
取
引
所
）

二

上
場
商
品

農
産
物
・
砂
糖
（
一
般
大
豆
、
小
豆
、
と
う
も
ろ
こ

し
及
び
粗
糖
を
い
う
。）

三

公
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
由

商
品
先
物
取
引
法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
農
産
物
・
砂
糖
を
上
場
商
品
と
し
て
上
場
す

る
旨
の
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
を
行
っ
た
た
め
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
四
号

中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
四
十
七

号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五

年
一
月
四
日
付
け
を
も
っ
て
左
記
の
者
を
中
小
企
業
診
断

士
と
し
て
登
録
し
た
の
で
、
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等

及
び
試
験
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令

第
百
九
十
二
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す

る
。平

成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

登
録
番
号

氏
名

登
録
番
号

氏
名

4
1
0
6
8
6

河
野
陽
介

4
1
0
6
8
7

荒
牧
瑞
枝

4
1
0
6
8
8

石
井
瑠
美

4
1
0
6
8
9

澤
田
宜
宏

4
1
0
6
9
0

三
好
昌
之

4
1
0
6
9
1

飴
山
圭
太
郎

4
1
0
6
9
2

紺
克
次

4
1
0
6
9
3

豊
田
三
夫

4
1
0
6
9
4

中
村

滋
4
1
0
6
9
5

中
田
勝
己

4
1
0
6
9
6

小
池
博
幸

4
1
0
6
9
7

石
田
竜
佑

4
1
0
6
9
8

中
村
裕
生

4
1
0
6
9
9

野
口

仁
4
1
0
7
0
0

明
光
千
秋

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
五
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
三

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
一
月
四
日

付
け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
氏
名
に
係
る
登
録
簿

の
変
更
を
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

登
録
番
号

（
変
更
後
）

（
変
更
前
）

2
1
3
5
5
5

川
Ä
光
徳

川
崎
光
徳

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
六
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
一
月
四
日

付
け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
の
消
除
を
し
た

の
で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

登
録
番
号

氏
名

登
録
番
号

氏
名

4
0
0
8
1
7

関
根
友
紀

4
0
4
9
4
3

“
瀬
智
之

4
0
4
9
5
0

清
水

修
4
0
4
9
5
4

咲
本
裕
介

4
0
4
9
5
7

土
屋
貴
之

4
0
4
9
6
1

前
野
義
晴

4
0
4
9
8
2

島
田
裕
也

4
0
4
9
8
4

横
川
知
之

4
0
5
0
1
3

笠
間

正
4
0
5
0
4
1

竹
下
純
子

4
0
5
0
4
2

鈴
木
久
雄

4
0
5
0
4
4

西
川
高
史

4
0
5
0
9
1

小
暮
俊
吾

4
0
5
0
9
5

渡
聖
二

4
0
5
1
0
7

霜
田
直
人

4
0
5
1
1
3

原
武
嗣

4
0
5
1
1
5

島
田
基
宏

4
0
5
1
4
3

平
野
康
英

4
0
5
1
9
8

橋
本

仁

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
十
七
号

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
七
十
六
条
の
十
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
登
録
建
築
物
調
査
機
関
か
ら
建
築
物
調
査
の
業
務

を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
法
第
七
十
六
条
の
十
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
同
法
第
五
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

登
録
建
築
物
調
査
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

ビ
ュ
ー
ロ
ー
ベ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

神
奈

川
県
横
浜
市
中
区
山
下
町
一
番
地
シ
ル
ク
ビ
ル

二

変
更
す
る
年
月
日

平
成
二
十
五
年
一
月
十
六
日

三

変
更
後
の
建
築
物
調
査
の
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所

在
地神

谷
町
事
務
所

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
七
番

二
号

名

称

宿
港
東
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

岩
手
県
宮
古
市
（
宿
港
東
防
波
堤
外

端
）

北

緯

三
九
e

四
一
e

二
二

東

経

一
四
一
e

五
八
e

二
二

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
十
五
号

航
路
標
識
の
性
質
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
、
航
路
標

識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

名

称

陸
中
真
埼
灯
台

位

置

所

在

地

岩
手
県
宮
古
市
（
真
埼
）

北

緯

三
九
e

四
五
e

〇
三

東

経

一
四
一
e

五
九
e

五
八

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
三
九
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

七
・
五
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
九
・

一
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
七
九
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
二
月
七
日

名

称

二
鬼
城
埼
灯
台

位

置

所

在

地

宮
城
県
石
巻
市（
田
代
島
二
鬼
城
埼
）

北

緯

三
八
e

一
八
e

四
〇

東

経

一
四
一
e

二
五
e

〇
五

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
三
九
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

七
・
五
海
里

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
二
月
七
日

名

称

羽
根
埼
灯
台

位

置

所

在

地

高
知
県
室
戸
市
（
羽
根
埼
）

北

緯

三
三
e

二
二
e

二
一

東

経

一
三
四
e

〇
二
e

二
〇

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
三
、
七
〇
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

一
二
・
〇
海
里

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
二
月
七
日
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